
学校番号 214 

令和２年度 地理・歴史科 

教科 地歴 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「明解 世界史Ａ」 （帝国書院） 

副教材等 最新世界史図説タペストリー（帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「歴史」と言う時間軸を感じる。 

歴史的な出来事に問題意識を持つ。 

世界各国の歴史的な背景を考慮しながら、現在の日本とのかかわりを考える。 

 

２ 学習の到達目標 

様々な資料を見て、歴史的な思考力を養う。 

現在の様々な問題を、近現代史を中心とした歴史を踏まえた観点から考察することが出来る。 

世界の出来事を日本の歴史と関連しながら理解し、国際社会で通用する人を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心とす

る世界の歴史への関

心と問題意識を持ち、

国際社会で通用する

多様な視点を身につ

けようとする。 

現代世界の諸問題を

歴史的観点から考察

し、世界の変化を的確

に判断し、その過程や

結果を表現している。 

近現代史を中心とし

た世界の歴史に関す

る資料に接し、有用

な情報を選択し、読

み取り、まとめる。 

近現代史を基本とす

る世界の歴史に関す

る基本的な出来事

を、地理的条件や日

本の歴史とも関連し

て理解する。 

評
価
方
法 

レポート 

ワークシート 

定期考査 定期考査 

ワークシート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

      

単元名 学習内容 
主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d   

１
学
期 

第 1部 

 世界の一体化と

日本 

第１章 

前近代の諸文明 

 

 

 

 

 

・人類の始まり 

  自然環境と人類の活動が相互に 

作用しあっていることに気づく 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:東アジアの国際秩序を意欲的に追求し

ようとしている 

b:文字・宗教等の東アジアの特質について

日本の文化と関連付けて考察し、表現して

いる 

c:様々な資料を収集し、東アジアの特質に

気づく 

d:中国の皇帝、冊封体制、漢字文化圏、宗

教等の知識を身につけている。 

 

ワークシート 

 

第１部第１章 

前近代の諸文明 

第１節 東アジ

アの文明 

第２節 南アジ

アの文明 

 

 

 

・中国の王朝の変遷、中国を中心とした国際

秩序・文字・宗教・思想等、東アジアでの中

国の影響を理解する 

 

 

・南アジアでは宗教と社会制度が共通基盤

として一つの地域世界を形成したことを理解

する 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:仏教の歴史的意義を理解し、ヒンドゥ

ー・イスラム教が南アジアに与えた影響に

ついて追求する 

b:各宗教が南アジアに与えた影響を考察

し、適切に表現する 

c:教科書資料集を活用し、各宗教の影響を

考察する 

d:諸民族・風土・各宗教の特質と知識を未

につけている 

 

ワークシート 

 

第３節 東南ア

ジアの文明 

 

 

 

 

 

 

 

・東南アジアが南アジア・東アジアの影響を

受けながら、独自の世界を形成したことを理

解する 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:東南アジアの宗教について、関心を持っ

て学習しようとする 

b:東南アジアに中国・インド文化の易経が

大きいことを考察し、表現する 

c:東南アジアの王朝の位置を地図に表現

できる 

d:東南アジアの諸王朝の特徴の知識を身

につけている 

 

ワークシート 

定期考査 

第 4 節 西アジ

ア、北アフリカの

文明 

 

 

 

 

 

 

 

西アジアに生まれたイスラムが急速に拡大

し、独自の世界を形成したことを理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:イスラムが広大な地域に拡大できた理

由を学ぼうとする 

b:ユダヤ・キリスト・イスラムの特色につ

いて、現在の問題と関連させ、多角的に考

察し、表現する 

c:ユダヤ・キリスト・イスラムについて資

料集等を活用して、その違いを理解する 

d:オリエント・イラン文明・イスラムの特

色を理解し、知識を身につけている: 

 

ワークシート 

 



第5節 ヨーロッ

パの文明 

 

 

 

 

 

 

ギリシア・ローマ文明の伝統とキリスト教によ

って一つの文明が成立してヨーロッパ世界

の特質を理解する 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

a:古代民主制の成果とキリスト教の影響につ

いて感心を持って学習する 

b:ギリシア・ローマ文化の基層の上に、キリス

ト教の思想・文化が重なり、文学や生活にも現

れていることを考察し、適切に表現する 

c:民族・生活文化等、ヨーロッパ世界のあらゆるもの

がギリシア・ローマ文化の影響を受け、キリスト教を

基調とした文明であることを、様々な資料から読み取

る 

d:ギリシア・ローマ文明、キリスト教、封建社会の特

質等に関する基礎的知識を身につけている 

ワークシート 

 

 

第 6 節 南北ア

メリカの文明 

・アメリカの先住民についての理解を深める

とともに、ヨーロッパの進出以前に独自の高

度な文明が形成されたことを理解する 

〇  〇 〇 a:アメリカ大陸の古代文明に関心を持つ 

b:アメリカ大陸に形成されていた独自の文明

について考察し適切に表現する 

c:アメリカ大陸の文明の独自性を、様々な資

料から読み取る 

d:アメリカ文明についての基礎的知識を身に

つけている 

ワークシート 

定期考査 

２
学
期 

第２章 一体化

に向かう世界 

第１節 繁栄す

るアジア 

 

 

 

 

 

・モンゴル帝国後 

・イスラーム諸王朝の繁栄 

・明、清の繁栄 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

a:16 世紀以降の世界の一体化が、アジアとの

直接貿易を求めた結果であることに関心を持

つ 

b:政治的･文化的にも成熟期を迎えたアジア

諸国の特徴を考え、適切に表現する 

c:世界の一体化と各地の諸王国の位置を地図

上で表す 

d:16 世紀世界の特徴と世界の一体化の進展に

ついての知識を身につけている 

ワークシート 

 

第 2 節 大航海

時代と新たな国

家の形成 

 

 

 

 

 

 

 

・ヨーロッパで花開く個性と自由 

・大航海時代の始まり 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:ルネサンスと宗教改革、新航路開拓と世界

の一体化がもたらした影響に関心を持って学

習し理解する 

b:大航海時代に伴う国際関係の変化とその歴

史的意義について、多角的に考え、表現する 

c:資料集・インターネット等を利用して、ルネ

サンス期の美術作品を調べる 

d:「大航海時代」がアフリカ・アメリカ、更に

ヨーロッパにもたらした影響に関する基本的

な知識を身につけている 

 

ワークシート 

 



 

3 章 欧米の工

業化とア

ジア諸国

の動揺 

第1節 ヨーロッ

パとアメリ

カの諸革

命 

 

 

・イギリスから独立するアメリカ 

・フランス革命 

・ナポレオン支配とウィーン体制 

・フランス革命と社会生活の変化 

・大西洋を越える革命の波 

・産業革命 

・資本主義の発展と社会主義運動 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

○ 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

a:18～19 世紀にかけてのヨーロッパとアメリ

カの諸改革に関心を持つ 

b:社会の産業化と国民国家の形成が関連して

進んだことを考察し、表現する 

c:教科書・資料集等の資料を適切に使用する 

d:諸革命から産業社会の形成、国際的分業体

制の形成について理解し、知識を身につけて

いる 

 

 

ワークシート 

定期考査 

 

第 2 節 自由主

義・ナショ

ナ リ ズ ム

の進展 

・1848 年革命 

・“世界の工場”イギリス 

・フランス第二帝政とイタリア・ドイツの統一 

・ロシアの改革と東方問題 

・南北戦争と戦後 

・科学の世紀 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

a:ウィーン体制の動揺・解体過程に関心を持

つ。アメリカ合衆国の発展が移民や人種問題

と深いつながりがあることに関心を持つ 

b:19 世紀後半からの欧州諸国の対立が第一次

世界大戦意に繋がっていることを考察し、表

現する。 

c:ウィーン体制の崩壊過程やイタリア・ドイ

ツの統一、アメリカの西部開拓の課程や南北

戦争等について資料集等を利用して調べる 

d:1848 年革命の意義を理解する。ロシアの近

代化と南下政策、バルカン情勢の関係を理解

する。アメリカの発展過程と人種問題の関係、

南北戦争と資本主義の関係を理解し、知識を

身につけている 

 

 

ワークシート 



第 3 節 アジア

諸国の動揺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オスマン帝国の弱体化 

・侵略に抵抗するイスラーム諸国 

・ムガル帝国とインド大反乱 

・東南アジアの植民地化 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:西・南・東南アジア諸国の内部で侵攻してい

た変化とヨーロッパの進出との相互作用によ

る変貌に関心を持つ。 

b:アジア諸国の動揺と対応を理解し表現す

る。 

c: 西・南・東南アジア諸国の変化やイスラー

ム諸国の動向とヨーロッパとの関係について

資料を調べ考察する 

d:世界市場形成を背景にしたヨーロッパ諸国

のアジア進出とアジア諸国植民地化、従属化

の過程でのアジア諸国の動きを理解する。 

 

ワークシート 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 節 東アジ

アの大変

動 

・中国と日本の開国 

・アジアの工業化と日清戦争 

・東アジアをめぐる国際関係 

・孫文と辛亥革命 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

a:東アジア内部からの変化に関心をもつ 

b:東アジア内部の変動を世界の一体化との関

連で考察する 

c:適切な資料を集め考察する 

d:東アジアの大変動の過程の知識を得、植民

地化や従属化に対する抵抗、日本の対応など

について理解する 

ワークシート 

 

３
学
期 

 

第 2 部 地球社

会と日本 

第1章現代社会

の芽生えと世界

大戦 

第 1 節 現在に

つながる社会の

形成 

 

 

・大衆社会の出現 

・帝国主義 

・世界の一体化と人口移動 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

a:帝国主義列強の世界政策により、世界がど

う変容したかに関心をもつ 

b:植民地支配が民族・国境等、今日まで残る問

題と関連して考察し、表現する 

c:教科書・資料集等の資料を適切に使用する 

d:列強の世界政策と植民地支配について理解

し、その知識を身につける 

 

ワークシート 

 

第 2 節 第一次

世界大戦がもた

らしたもの 

 

 

 

 

 

 

・ドイツとバルカン半島の緊張 

・第 1 次世界大戦 

・ロシア革命と民族の問題 

・ヴェルサイユ体制 

・第一次世界大戦後 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

○ 

〇 

〇 

 

 

 

 

a:第 1 次大戦という人類史上初の総力戦とな

った時代背景に関心を持つ 

b:戦争の原因、性格、世界の変化について考察

する 

c:大戦前・中・後の世界の変化に関する資料を

調べ、考察し表現する 

d:この戦争がもたらした 20世紀の大変動につ

いて理解し、その知識を身につける 

 

ワークシート 

レポート 

振り返りシー

ト 

第 3 節 民族自

決を求めて 

 

 

 

 

 

 

 

・中東・インドの民族運動 

・東アジアの民族運動 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

a:アジア諸国の抵抗、近代化の動き、民族意識

の形成などアジアの主体的な動きに関心を持

つ 

b:アジアの主体的な動きの状況を考察する 

c:様々な観点からの資料を調べ表現する 

d:インド、中東および東アジアの民族運動を

通じて民族自決を求めたアジアのナショナリ

ズムの動きを理解する 

 

ワークシート 

 



第 4 節 経済危

機から第二次世

界大戦へ 

 

 

 

 

 

・世界恐慌とローズヴェルト 

・ファシズムの台頭 

・経済不況から日中戦争へ 

・ヒトラーの要求と第二次世界大戦 

・被害の拡大と戦争の終わり 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

a:世界恐慌がもたらした危機、全体主義と大

衆化の関連、日本と世界の動き、第二次世界大

戦の経過に関心をもつ 

b:戦争の原因やその影響について考察する 

c:様々な観点からの資料を調べ表現する 

d:20 世紀前半の国際政治の概要を知り、国際

関係の変遷と社会の特質を理解する 

 

ワークシート 

 

2 章 冷戦から

地球社会へ 

 

 

 

 

・冷たい戦争の時代 

・冷戦終結への道のり 

・地球社会への歩み 

・持続可能な社会をめざして 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

a:第二次世界大戦後の国際関係に関心を持つ 

b:21 世紀の課題について考察する 

c:資料、映像資料などを活用して現代史のポ

イントを表現する 

d:現代社会の諸問題を理解し、主体的な課題

解決を模索する。 

ワークシート 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


